
「大会テーマ」及び「大会専用コスチュームデザイン」 

入賞作品の選定について 

 

１．募集・審査概要 

（１）募集目的 

令和９年秋季に千葉県で開催する「第４６回全国豊かな海づくり大会 

～ふさの国 千波
ち ば

県
けん

大会～」を県内外へ広く周知し、開催機運を高めるため。 

 

（２）募集期間 

   令和７年１０月２３日（木）から令和８年１月１６日（金）まで 

 

（３）応募状況 

大会テーマ １，９１３点（うち県内６３０点） 

大会専用コスチュームデザイン １，０１６点（うち県内９９２点） 

 

（４）審査委員会（令和８年２月２７日審査会開催） 

大会テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会専用コスチュームデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

（５）表彰区分 

   最優秀賞（各１点）：賞状、副賞３万円 

   優 秀 賞（各３点）：賞状、副賞１万円 ＋千葉県ブランド水産物５千円相当 

   佳  作（各５点）：賞状、副賞５千円  

  

 

 

所属 役職名 氏名
千葉県高等学校教育研究会国語部会
（千葉県立千葉南高等学校）

会長
（校長）

和田 潤子

千葉県漁業協同組合連合会 専務理事 髙梨 義宏

千葉県農林水産部販売輸出戦略課
ブランディング
アドバイザー

品川 結貴

千葉県総合企画部報道広報課 課長 高森 茂人
千葉県農林水産部水産局水産課 課長 宮嶋 義行

所属 役職名 氏名
千葉県高等学校教育研究会美術部会
（千葉県立松尾高等学校）

会長
（校長）

伊藤 学史

千葉県漁業協同組合連合会 専務理事 髙梨 義宏
千葉大学デザイン文化計画研究室 教授 植田 憲
千葉県総合企画部報道広報課 課長 高森 茂人
千葉県農林水産部水産局水産課 課長 宮嶋 義行

資料２ 



２．審査結果 

（１）最優秀賞（案） 

  大会テーマ 

「つくろうよ 命が謳う 明日の海」 

審査員講評 応募者 

 

 未来の海を皆で力を合わせてつくっていこうという  

明確なメッセージが感じられ、大会テーマとしてふさわしい。

「つくる」が大会名の「海づくり」と響きあい、つくり   

育てる漁業のイメージにも繋がる。呼びかける形で始める 

ことで、誰もが海を守り未来へ継承していく当事者である 

ことを意識させる効果をあげている。「命が謳う」で、多くの

生命が溢れる豊かで美しい海をうまく表現している。 

 

埼玉県 ６０代 

酒井 淳市 

 

 

大会専用コスチュームデザイン 

 

審査員講評 応募者 

 

海の中から太陽を見上げているイメージの構図は、唯一 

無二で斬新。色彩もあえて青色のグラデーションのみを  

使用し、チーバくんの赤色と補色対比になるような効果的な

配色。千葉県の豊かな海の水産物は、白色の輪郭線のみで 

描かれ、全体的にシンプルに仕上がっているが、見る側に 

強い印象を与える。 

 

栃木県 ３０代 

齋藤 航 

  



 

（２）優秀賞（案） 

大会テーマ  ３点 

「描こうよ 豊かな海の 未来地図」 

審査員講評 応募者 

大会の基本方針に一致した内容である。「地図」という想像

しやすい言葉を使って呼びかけていることで、みんなで未来

の海を描いていこうというイメージが伝わってくる。 

山梨県 ６０代 

鈴木 健之 

「とどけよう 輝く海を 未来へと」 

審査員講評 応募者 

素直な表現で、誰にでもわかりやすく、幅広い年代に  

メッセージが伝わりやすい。豊かで美しい海を次の世代へ 

届けていきたいという意志が強く感じられる。 

鎌ヶ谷市立第三中学校１年生 

細川 紗良 

「碧き海 未来へつなぐ 命の環」 

審査員講評 応募者 

「命の環」という表現が良い。多くの生物の生命の循環が

未来へ続いていくことを感じさせる。海の資源を有効に  

活用していくというイメージも持てる。「碧き海」で始まる 

のも印象的である。 

宮崎県 ４０代 

三輪 優子 

 

大会専用コスチュームデザイン ３点 

   

審査員

講評 

 千葉県で獲れる

代表的な魚介類を

躍動的に配置し、

大漁旗のような 

力強い印象は見る

側に強いインパクト

を与える。太陽の

暖色と海の寒色の

対比も効果的で、

さりげなく落花生

が紛れている遊び心

もユニーク。 

審査員

講評 

 シ ュ ー ル に   

デ ィ フ ォ ル メ   

された魚群で表現

したデザインは、 

何か不思議で壮大

なものを感じさせ、

高校生の発想力に

驚嘆。多様な生物を

育む海の豊かさや

生命力など、見る側

のイマジネーション

をかき立てるアート

作品。 

審査員

講評 

法 被 の 背 面 に  

描かれたデザインに、

小学生のユニークで

自由な発想が象徴

されている。千葉県

の豊かな水産物を

効果的に配置する

など、考えぬかれた

完成度の高い作品

に仕上がっている。 

 

応募者 
千葉県 ２０代 

南 咲希 
応募者 

県立東金高等学校 

２年生 松山 美喜 
応募者 

旭市立滝郷小学校 

６年生 木内 那波 

  



 

（３）佳作（案） 

大会テーマ  ５点 

「豊かなる 命育む 青い海」 
応募者 

宮崎県 ４０代 

小島 慶祐 

「夢託す 豊かな海が 育む未来」 
応募者 

神奈川県 ４０代 

坪井 敦憲 

「はぐくもう 命の鼓動が 満ちる海」 
応募者 

愛知県 ２０代 

渡辺 凜 

「守り継ぐ 宝の海の きらめきを」 
応募者 

市川市 ５０代 

加藤 邦夫 

「生命の 源つくる 青い海」 
応募者 

北海道 ６０代 

阿部 武仁 

 

大会専用コスチュームデザイン ５点 

   

応募者 
大阪府 ６０代 

中井 洋子 
応募者 

山梨県 ４０代 

波田 峰 
応募者 

市原市立石塚小学校 

６年生 佐々木 愛 

  

応募者 
県立佐原白楊高等学校 

３年生 堤 麻祐 
応募者 

県立東金高等学校 

２年生 簾尾 彩乃 

 
 


